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産学連携ネットワーク
・ほくりく先端複合材研究会（約30社）
・いしかわ炭素繊維クラスター（約90社） 外

産学連携ネットワーク
・NCC次世代複合材研究会（約80社）
・ぎふ技術革新センター運営協議会（約98社） 外

知の拠点あいち
あいち産業科学技術総合センター
あいちシンクロトロン光センター

CFK VALLEY（ドイツ）
自動車・航空機メーカー、
研究機関等約100社

EMC2（フランス）
大企業・中小企業
約300機関

フラウンホーファー研究機構
（ドイツ）

ナショナルコンポジット
センター（イギリス）

 中核となる研究開発拠点（名古屋大学NCC、岐阜大学GCC、金沢工業大学ICC）が、地域公設
試等の協力を得ながら、産業界が求める多様なニーズに応える研究開発・人材育成のプラッ
トフォームを組成し、炭素繊維複合材に関する研究開発から生産・加工・組立までを行う世
界に冠たる一大拠点・産業集積の形成を目指す。

＜次世代素材分野の技術の強化＞

東海北陸連携コンポジットハイウェイ構想

名古屋大学

金沢工業大学

岐阜大学国際連携
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RESAS（観光マップ）から明らかになった外国⼈の訪問地域について、RESAS（産業マップ）を⽤いて地域の中核企業
である酒蔵を抽出（昇⿓道-⽇本銘酒街道プロジェクトに加盟の企業もヒット）。今後のインバウンドの増加を⾒据え、各
地域のローカルブランディングに資するこれら酒蔵（中核企業）の⼀層のプロモーションが必要。

○RESAS（観光マップ‐外国人メッシュ分析）○RESAS（産業マップ‐企業別花火図）

売 上 純利益 従業員

従業員純利益売 上

売 上 従業員純利益

RESASを活用したローカルブランディングに資する中核企業の抽出

【酒蔵Ｂ】

【酒蔵Ａ】

【酒蔵Ｃ】

金沢市
401人/434人

豊橋市
213人/358人

豊田市
578人/641人

高山市
426人/501人

富山市
213人/218人

伊勢市
135人/91人

名古屋市
3,049人/4,140人

鈴鹿市
147人/151人

大垣市
85人/144人

岐阜市
160人/230人

岡崎市
256人/286人

（記載例）市町村名
○○人(14時)/○○人(4時)
※2015年2月の1日あたり
の平均値 2


